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報道関係者 各位                                       ＜配信枚数２枚＞ 

7 月の立命館土曜講座は、立命館大学歴史都市防災研究所の企画として「歴史都市防災研究

所・二十周年記念講座」をテーマに、ハイブリッド（現地会場＋ライブ配信）で開講いたします。 

どなたでも無料で受講いただけますので、ご関心のある方のご参加をお待ちしております。 

 

記 

 

■立命館土曜講座 7 月テーマ 「歴史都市防災研究所・二十周年記念講座」 

第 3385 回 「寺山炭窯跡の災害と復旧」 

講師 ： 鹿児島市教育委員会文化財課 世界遺産保全係 主査 藤井 大祐 

「地盤災害グループ歴防二十年の歩み」 

講師 ： 立命館大学理工学部 特命教授 深川 良一 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上 

 

  本リリースの配布先： 京都大学記者クラブ、草津市政記者クラブ、大阪科学・大学記者クラブ   

 

 
●内容についてのお問い合わせ先 

立命館大学衣笠総合研究機構 担当：武田・堀 

TEL.075‐465‐8224 

 

 

 

【立命館土曜講座のご案内】 

7 月テーマ「歴史都市防災研究所・二十周年記念講座」 

開催日時 ： 7 月 15 日（土） 10：00～11：50 

開催方法 ： ハイブリッド（現地会場＋ライブ配信） 

開催方法 ： ハイブリッド（現地会場＋ライブ配信） 

内 容 ： 別紙参照 

聴 講 料 ： 無料 

定 員 ： 会場定員 354 人、Zoom 定員 400 人 

         ※実施前日 12 時までに要事前申込。定員に達し次第、受付を終了。 

申込方法 ： 立命館土曜講座の WEB サイトよりお申し込みください。 

https://www.ritsumei.ac.jp/doyo/  

主 催 ： 立命館大学衣笠総合研究機構 

 



別 紙 

 

■立命館土曜講座 7 月テーマ 「歴史都市防災研究所・二十周年記念講座」 

第 3385 回 「寺山炭窯跡の災害と復旧」 

講師 ： 鹿児島市教育委員会文化財課 世界遺産保全係 主査 藤井 大祐 

講師による内容紹介 ：  

寺山炭窯跡は鹿児島市郊外の山中に所在する幕末の遺跡です。この遺跡は、2015 年 7 月に世

界文化遺産に登録された「明治日本の産業革命遺産 製鉄・製鋼、造船、石炭産業」の構成資産で

もあります。 

2019 年 7 月に背後の斜面が崩壊し、大量の土砂や樹木が流入したことにより炭窯遺構の内部が

埋没するとともにその衝撃で石積の一部が崩れました。 

被災前の炭窯遺構は、石積の中腹が前にせり出す「孕み出し」が進行しており、災害によって崩落

した石材を積み直すだけでは安定性を保てないという問題がありました。 

また、被災後にはコロナ禍を迎え、観光客数や税収が落ち込む中、これまで以上に事業効果や復

旧後の寺山炭窯跡のあり方を強く意識しながら取り組む必要もありました。 

今回の土曜講座では、そのような状況の中で寺山炭窯跡の災害復旧にどのように取り組んで来た

のかについて報告します。寺山炭窯跡の災害復旧はまだ続いています。この講座が、寺山炭窯跡や

その災害復旧の取り組みを知っていただく契機となれば幸いです。 

 

「地盤災害グループ歴防二十年の歩み」 

講師 ： 立命館大学理工学部 特命教授 深川 良一 

講師による内容紹介 ：  

立命館大学・地盤災害グループは、2003 年度よりスタートした COE 研究プロジェクト「文化遺産を

核とした歴史都市の防災研究拠点」において、豪雨時の土砂災害、地震時の斜面崩壊等の地盤災

害を主対象とする研究を推進した。主な研究フィールドとしてまず京都東山の清水寺を選定し、斜面

表層部の水分量計測データに基づいて境内斜面の安定性評価および崩壊予測法の開発に取り組

んだ。また、境内斜面では 1m 深地温探査、地中音探査、電気探査などによる地下水調査を実施し、

斜面内の地下水帯や水みち等に関する重要な知見を得た。 

地盤災害グループは、東日本大震災時の仙台城石垣被災調査、紀伊半島災害時の熊野古道被

災調査、熊本地震時の通潤橋被災調査、京都府与謝野町加悦伝建地区および兵庫県豊岡市出石

伝建地区における地盤防災対策提案、タイのアユタヤ仏塔被害調査等にも取り組んだ。 

 

■立命館土曜講座 

1946 年から続く、市民向けの無料公開講座。故・末川博名誉総長の「学問や科学は国民大衆の利

益や人権を守るためにある。学問を通して人間をつくるのが大学であり、大衆とともに歩く、大衆ととも

に考える、大衆とともに学ぶことが重要」との思いのもとに、大学の講義を市民に広く開放し、大学と地

域社会との結びつきを強めることを目指しています。 

＜WEB サイト＞https://www.ritsumei.ac.jp/doyo/ 

 


